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滋賀県甲賀市「（農）酒人ふぁ～む」視察研修、
農業委員・農地利用最適化推進委員大会参加報告

「
視
察
研
修
を
終
え
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
　
髙
木
康
則

　

１
月
25
日
、
農
業
委
員
会
１
６
名
参
加
の
も
と
、
滋
賀
県
甲
賀

市
の
農
事
組
合
法
人
「
酒
人
ふ
ぁ
ー
む
」
の
視
察
研
修
と
、
翌
日

26
日
の
岐
阜
県
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
大
会
に

出
席
し
ま
し
た
。

　

25
日
は
、
酒
人
地
区
公
民
館
に
て
「（
農
）
酒
人
ふ
ぁ
ー
む
」

の
伴
副
組
合
長
よ
り
、
平
成
11
年
組
合
の
設
立
か
ら
現
在
ま
で
の

取
り
組
み
、
現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「（
農
）
酒
人
ふ
ぁ
ー
む
」
の
集
落
は
69
戸
、
専
業
農
家
１
戸
、
兼

業
農
家
68
戸
と
ほ
ぼ
全
戸
が
第
二
種
兼
業
農
家
で
あ
り
、
担
い
手

が
い
な
い
、
機
械
が
更
新
で
き
な
い
、
水
が
来
な
い
な
ど
集
落
崩

壊
の
危
機
を
き
っ
か
け
に
取
り
組
み
、
個
々
の
農
家
で
農
業
を
支

え
る
の
は
難
し
く
て
も
農
地
を
合
体
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
何
と
か

な
る
と
の
考
え
か
ら
、
農
地
の
集
積
、
機
械
の
共
同
購
入
、
若
者

か
ら
高
齢
者
ま
で
適
材
適
所
で
働
く
こ
と
の
出
来
る
形
態
を
作
り

あ
げ
、
45
㌶
を
管
理
。
50
％
を
水
稲
、
他
に
小
麦
・
大
豆
・
野
菜

を
生
産
。
取
組
み
と
し
て
①
水
稲
・
小
麦
・
大
豆
の
基
幹
作
業
は
、

集
落
若
手
が
土
日
祝
日
で
効
率
的
に
作
業
②
水
管
理
は
高
齢
者
③

ハ
ウ
ス
野
菜
は
女
性
で
担
当
④
組
織
運
営
で
は
定
年
制
の
導
入
な

ど
説
明
さ
れ
、
最
後
に
、
目
指
す
社
会
は
「
集
落
は
集
落
民
で
つ

く
る
」「
後
世
に
繋
ぐ
も
の
、
金
で
も
な
い
道
で
も
な
い
…
磐
石

の
営
農
組
織
」
と
取
組
み
に
つ
い
て
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

26
日
は
羽
島
市
で
開
催
さ
れ
た
、
県
内
委
員
が
一
堂
に
会
す
る
、

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
大
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

独
自
の
取
り
組
み
が
全
国
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
、
島
根
県
松
江

市
農
業
委
員
会
が
招
か
れ
、
岸
本
定
朝
副
会
長
よ
り
事
例
発
表
を

受
け
ま
し
た
。

　

事
例
で
は
、
松
江
市
全
農
家
２
２
８
４
戸
を
16
地
区
に
分
け
訪

問
聴
取
、
特
に
75
歳
以
上
、
か
つ
50
㌃
以
上
の
耕
作
者
重
点
で
意

向
聴
取
な
ど
、
農
地
利
用
の
意
向
等
の
情
報
収
集
・
整
理
し
、
農

地
利
用
最
適
化
活
動
を
推
進
展
開
中
と
の
発
表
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
日
間
、
こ
れ
か
ら
の
集
落
の
在
り
方
、
課
題
な
ど
深
く
考
え

る
良
い
視
察
・
研
修
で
し
た
。



　

平
成
29
年
８
月
～
11
月
に
実
施
し
た
農

地
の
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

に
つ
い
て
、
下
呂
市
全
体
の
耕
作
放
棄
地

は
３
０
４
ha
で
、
そ
の
う
ち
７
６
・
５
ha

が
再
生
可
能
な
農
地
（
１
号
遊
休
農
地
）、

２
２
７
・
４
ha
が
山
林
・
原
野
化
な
ど
に
よ

り
再
生
困
難
な
農
地
で
し
た
。
＝
左
表
・
グ

ラ
フ
参
照
。

　

こ
れ
ら
の
農
地
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会

　

農
地
法
32
条
に
基
づ
く
今
年
度
の
意
向
調

査
は
対
象
者
が
７
６
８
名
と
な
り
、
現
在
集

計
中
で
す
。（
左
表
、
グ
ラ
フ
参
照
）
調
査

は
筆
ご
と
の
選
択
方
式
で
左
表
①
～
⑥
よ
り

選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

①
ま
た
は
②
を
選
択
し
た
場
合
は
遊
休
農

地
解
消
意
思
の
表
明
と
し
て
、
今
後
本
調
査

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
借
受
希
望

者
の
な
い
場
合
は
ご
希
望
に
添
え
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

農
地
利
用
状
況
調
査
の
結
果
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

遊
休
農
地
利
用
意
向
調
査
に
つ
い
て

　

③
～
④
を
選
択
さ
れ
た
場
合
は
平
成
30
年

度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
解
消
確
認
を
い
た

し
ま
す
。
再
度
、
遊
休
農
地
と
判
定
し
た
場

合
は
来
年
度
も
意
向
調
査
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
回
答
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
既
に
回
答
済
み

の
方
の
回
答
の
撤
回
、
訂
正
は
い
つ
で
も
行

え
ま
す
の
で
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

で
は
１
号
遊
休
農
地
所
有
者
の
方
に
意
向
調

査
を
行
い
、
自
己
・
貸
出
に
よ
る
耕
作
再
開

に
つ
な
が
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
は
、
一
朝
一
夕
に
は
い

か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
再
生
不
可
能
な
状

態
に
さ
せ
な
い
た
め
に
草
刈
り
等
適
正
な
農

地
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
み
な

さ
ま
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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現在までの利用意向調査集計値（H30.1.31 現在）
選択項目 回答人数 回答別割合 備考

①中間管理事業の利用

②農地所有者代理事業の利用

③自ら相手を探す

④自ら耕作する

⑤自ら保全管理する

⑥その他

回答済人数（対象者768人中）

１２９

１３

４

１９

２０８

１０

３８３

３７％

６０％

３％

税金が上がりません。
今後、この調査を行いませ
ん。

H３０調査で解消されてい
ない場合、固定資産税が上
がる可能性があります。
※参照

①②
事業の利用

37％

③④⑤
自己解消

60％

その他 3％

※遊休農地の課税強化について
中間管理機構が借り受ける農地であ
る（借受希望者がある）にもかかわ
らず、貸し付けの意思がなく、管理
も行われない遊休農地は勧告の対象
となり固定資産税の評価額が1.8 倍
となります。（H28税制改正）



常
備
野
菜
で
あ
っ
た
か
お
か
ず

　
　
じ
ゃ
が
い
も
グ
ラ
タ
ン

　

馬
瀬
中
切
の
前
農
業
委
員
、
二
村
明
さ
ん
が
下
呂
市
功
労

者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
村
さ
ん
は
平
成
11
年
、
馬
瀬
中
切
の
清
流
ふ
れ
あ
い
会

館
建
設
工
事
の
折
、
用
地
と
農
地
の
調
整
役
に
と
地
元
に
推

さ
れ
当
選
。
以
後
17
年
９
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
馬
瀬
村

お
よ
び
下
呂
市
の
農
業
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
活
動
以
外
に
お
い
て
も
、
昨
年
の
ひ
だ
米
コ

ン
に
お
い
て
入
賞
し
た
「
馬
瀬
ひ
か
り
」
の
生
産
組
合
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
担
う
馬
瀬
里
づ
く
り
委
員

会
、（
農
）
馬
瀬
栄
農
組
合
の
設
立
等
、
馬
瀬
地
域
の
農
業
振

興
の
牽
引
役
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
（
一
社
）
馬
瀬
ア
グ

リ
の
設
立
の
際
に
は
、
農
業
委
員
と
し
て
、
関
係
者
各
位
と

と
も
に
組
織
の
体
制
作
り
に
尽
力
。
改
正
農
業
委
員
会
法
で

新
た
に
必
須
業
務
と
な
っ
た
「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

を
先
駆
け
て
実
行
し
て
こ
ら
れ
た
委
員
で
す
。
こ
う
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
輩
委
員
と
し
て
、

今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
村
昭
司
委
員
取
材
）

　

昨
年
11
月
に
馬
瀬
西
村
「
水
辺
の
館
」
に
て
農
業
委
員
会

主
催
（
共
催
Ｊ
Ａ
ひ
だ
）
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
農
家
に
恋

２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
市
内
農

業
後
継
者
の
結
婚
対
策
に
寄
与
す
る
目
的
で
今
回
で
３
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
の
農
家
・
農
業
後
継
者
男
性
10
名
と
市
内

外
か
ら
の
女
性
８
名
が
参
加
し
、
ピ
ザ
作
り
体
験
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
毎
に
作
っ
た
ピ
ザ
は
薪
で
焼
き
上
げ
る
本
格

派
。
参
加
者
男
性
は
自
身
の
自
慢
の
野
菜
や
お
米
で
女
性
を

も
て
な
し
ま
し
た
。

　

最
終
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
タ
イ
ム
は
い
い
な
と
思
う
異
性
の

番
号
を
投
票
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
。
結
果
、
見
事

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

下
呂
市
功
労
者
表
彰

「
農
家
に
恋
２
０
１
７
」を
開
催
し
ま
し
た

～
旬
を
い
た
だ
く
～

●
材
料
（
４
人
分
）

　
　

じ
ゃ
が
い
も
…
…
…
中
４
個

　
　

た
ま
ね
ぎ
…
…
…
…
１
／
２
個

　
　

ベ
ー
コ
ン
…
…
…
…
適
宜

　
　
（
ウ
ィ
ン
ナ
ー
や
鶏
肉
で
も
）

　
　

小
麦
粉
…
…
…
…
…
大
さ
じ
２

　
　

牛　

乳
…
…
…
…
…
５
０
０
㏄

　
　

塩
こ
し
ょ
う
…
…
…
適
宜

　
　

コ
ン
ソ
メ
…
…
…
…
１
個

　
　

ピ
ザ
用
チ
ー
ズ
…
…
適
宜

①
じ
ゃ
が
い
も
、
た
ま
ね
ぎ
は
５
ミ
リ
幅
、
ベ
ー
コ
ン
は
好
き

な
大
き
さ
に
切
る
。
じ
ゃ
が
い
も
は
水
に
さ
ら
さ
な
い
こ
と
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
敷
き
、
た
ま
ね
ぎ
、
ベ
ー
コ
ン
を
炒
め
、

途
中
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
な
が
ら
炒
め
る
。

③
②
に
牛
乳
、
塩
こ
し
ょ
う
、
コ
ン
ソ
メ
、
じ
ゃ
が
い
も
を
入

れ
ふ
た
を
し
な
い
で
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

④
耐
熱
皿
に
盛
り
、
ピ
ザ
用
チ
ー
ズ
を
か
け
、
オ
ー
ブ
ン
か
ト
ー

ス
タ
ー
で
チ
ー
ズ
に
焼
き
目
が
つ
く
ま
で
焼
く
。

金森茂俊会長が「馬瀬に行った思い出を持ち帰ってほしい。
カップルになった方々は末永くお付き合いを続けてください」
と挨拶されイベントが終了しました。

〈二村明さんよりひとこと〉
　お陰様で私は今年一月で古稀を迎える事とな
りました。地域の皆様のご理解・ご協力、また
行政のご指導により、馬瀬地域および下呂市の
農業振興に携われました事、心より感謝いたし
ております。ありがとうございました。

少ない材料で作れます。
じゃがいもに含まれるデンプンでとろ
みがつき、簡単でおすすめです。



年／回 申請締切 総　会 年／回 申請締切 総　会

平成３０年
第４回

３月２０日（火） ４月５日（木）
平成３０年
第１０回

９月２０日（木）１０月３日（水）

平成３０年
第５回

４月２０日（金） ５月２日（水）
平成３０年
第１１回

１０月１９日（金）１１月２日（金）

平成３０年
第６回

５月１８日（金） ６月４日（月）
平成３０年
第１２回

１１月２０日（火）１２月３日（月）

平成３０年
第７回

６月２０日（水） ７月４日（水）
平成３１年
第１回

１２月２０日（木） １月７日（月）

平成３０年
第８回

７月２０日（金） ８月２日（木）
平成３１年
第２回

１月１８日（金） ２月１日（金）

平成３０年
第９回

８月２０日（月） ９月３日（月）
平成３１年
第３回

２月２０日（水） ３月１日（金）

下呂市農務課
ＴＥＬ：0576-53-2010

農家の経営と暮らしに役立つ週刊の農業総合専門誌です。
農業の時事問題解説に力を入れ、事例が豊富です！

農業者の視点でお届けします

お申込みは農業委員会まで
月 ７００円週 刊《金曜日発行》

平成３０年度　農業委員会総会日程・申請日締切日

農
業
者
年
金
個
別
説
明
会
を
行
い
ま
し
た

　

２
月
１
日
下
呂
総
合
庁
舎
に
て
農
業
者
年
金
制
度
の
個
別

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
岐
阜
県
農
業
会
議
の
専
門
員
よ
り

詳
細
に
説
明
を
う
け
た
参
加
者
は
「
積
立
方
式
で
安
心
で
節

税
効
果
も
魅
力
。
ぜ
ひ
加
入
を
検
討
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

農業者年金で未来の自分へ安心を
積み立てませんか？
少 子高齢化に強い積 立 方式・確定
拠出型年金です。

① 年間６０日以上の農業従事
② 国民年金第１号被保険者
③ ６０歳未満　　　　　　　
以上を満たせばどなたでも加入できます。
農地権利等の条件はありません！

今回は新規就農者をはじめ９名の農業者に
説明を行いました。

制度の説明は随時承ります。
事務局までご連絡ください。

農振除外申請は
５月３１日まで

農業振興地域（農振）の
農用地区域になっている農
地を農地以外の目的に転
用する場合は、農振除外
の手続きが必要です。
詳しくは広報げろ4月号で
掲載します。

　＜編集後記＞
『井の中の蛙の子』
　農地利用最適化推進委員になって一年余り。法・制
度に沿った農地パトロールの実施、農家の話の中で色々
な意見が飛び交う担い手の問題、山間狭小農地での
集積・集約、鳥獣被害など時間が足らない。
　新聞・雑誌によれば、食料の地元産比率を調べた
ところ５～１０％程度。金額ベースで大半のところは９
割以上も地元産以外のものを食べて暮らし、北海道で
も東京でも岐阜でもあまり違いのない食事をしていると
か。また食料品店の廃棄は２９％だとか。
　はじめの言葉は、亡き恩師の言われた言葉です。
編集後記に似合わぬ私見で大海を知らず、蛙の子のま
んまかー。　　　　　　　　　　　　（大森　公治）
　●編集委員
　・二村　昭司　　・今井　慎太郎　・髙木　康則
　・林　　忠和　　・大森　公治


